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学内ニ ュ ー ス

i 独立100周年（建学126年） i 
! 記念式典・祝賀会を開催 ！ 

独立100周年（建学126年）記念式典が平成日年l 1n 4日（木）10時30分より、北区の北とぴあにおい
て、 各国大使、海外の協定校の学長ら来賓、 O B、 教職員、 学生など約800名が出席し、 盛大に執り行わ
れました。

式典は、 本学混声合唱団による大学歌合唱の後、 I同日母i雄学長の式辞があり、引き統き、 小此木八郎
文部政務次官、石弘光一橋大学長、 鈴木幸諒東京外国語会理事長より来賓の祝辞がありました。

次に本学として初めての名誉博士号がドナルド・キーン氏（コロンピア大学名告教授）に贈られ、 キー
ン先生の記念講演が行われました。

本学の歴史をまとめたビデオ「TUFS TOMORROW歴史の蓄積 21世紀の期きJを上映し、本学管弦楽団
による祝賀演奏が行われ、 式典を終えました。

また祝賀会は会場を同じ北とぴあの飛鳥ホールに移し行われ、 始終和やかな雰囲気のもと盛会のうち
に終了しました。

小比木文部政筏次官

石一橋大学長 鈴木』UJf-外同話会理ヲn長



学長よりドナルド・キーン氏へ名誉博士号の授与 ドナルド・ キーン氏の記念講泌

学長がコンサートマスターで
本学オーケストラが大学祝典序lll:1（プラームス）を演奏

島－－’

本学O Gの田丸美寿々さん（ニュースキャスター）司会の祝賀会 ポルトガルのコインプラ大学学生によるファドの淡品
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｛東京外国語大学独立百周年（建学百二十六年）記念式典式辞 ！ 

本日ここに文部政務次官・小此木八郎殿、 一橋大学長・石 弘光殿、 東京外語会理事長・鈴木幸蒔殿

をはじめとする御来賓各位、 駐日の各国大使閣下 ・地域代表閣下、 外国から来日された本学協定大学の

学長・学院長各位の御臨席、 本学教職員および在校生諸君の出席を得て、 東京外国語大学独立百周年

（建学百二十六年）の記念式典が催されるに至りました。 東京外国語大学を代表して、 心からの祝意と感

謝の念を表させていただきます。

一九九九年（平成十一年）は、 本学が高等商業学校附属外国語学校から独立して百周年に当たり、 今

日、 十一月四日は、 一八七三年（明治六年）に本学の前身である東京外国語学校が開設されてから百二

十六年目の日に当たります。 永い歴史と伝統に彩られた本学が、 まさに二十一世紀の本学の新しい発展

を計るべく、 明年秋には府中市の新キャンパスで授業が開始されるという懸案のキャンパス移転統合を

目前にして、 歴史の画期としての記念式典を催すことができますことは、 まことに慶賀すべきことであ

り、 私にとりましでも身に余る光栄であります。 本学を今日まで支えてきて下さった諸先輩および皆々

様に、 衷心より厚く御礼申し上げます。

「 その起源を遡れば、 徳川幕府以来の一世紀有数十年の歳月にわたって本学が辿ってきた様々な歴史の

断面につきましては、 本日の記念式典の一環として、 このあと映像で御覧いただくことになっておりま

すが、 これまで大学史をもたなかった本学は、 多くの方々の御協力を得て、 本日ここに、 一五00頁か

ら成る『東京外国語大学史』本巻の刊行という悲願も達成することができましたo 学長として、 重い肩

の荷が一つ下りたような気が致しております。 この『東京外国語大学史』が広く皆様方の閲読を賜れま

すよう、 謹んでお願い申し上げます。

さて本学は、 一九四九年（昭和二十四年）五月三十一日には新制大学としての東京外国語大学となっ

て今日に至っております。 従って、 本年は、 東京外国語大学五十周年でもあります。 新制大学当初は十

二学科、 学生数約一五00名の単科大学としてスタートした本学は、 やがて一九六0年代末期からの数

年間、 全国で最も激しく深刻な学園紛争の渦中にもさらされましたが、 お陰様で現在は新制大学発足時

に比べ、その規模はおよそ三倍、外国語学部で教授している専攻語は二十六言語にもなっており、学部生・

大学院生および五七O名もの留学生（留学生比率は全国最高であります）を含む学生総数四三三O名を

擁し、 全国共同利用のアジア ・アフリカ言語文化研究所および国費留学生の予備教育を中心とする留学

生日本語教育センターとともに、 まさに「外国学（Foreign Studies) Jの総合大学としての発展を目指

しております。 将来は、 本学のすべての学生や教職員が国際語としての英語はもとより、 外国語の高度

内 な運用能力を身につけて、 居ながらにして異文化交流が可能な、 しかも国際的競争力をもち、 国際的に

も積極的に発信し得る、 真に国際的なリーダーを養成し得る大学にしてゆきたいものと考えております。

そのためには、 大学がこれまで以上に社会に聞かれ、 世界に聞かれなければなりません。 それは、 本

学の学則にうたわれている建学の理念からして当然のことだともいえましょうが、 この当然の事柄が容

易に実現し得ないジレンマもまた深刻だといわざるをえないのが現実でもあります。 幸いにして、 府中

新キャンパスの建設は順調に進んでおり、 二十一世紀最初の国立大学新キャンパスとして見事な構造の

大学が出現することでしょう。 しかし、 問題は大学の中身であります。 永い歴史と伝統を受け継ぐ本学

が、 その成果に安住して自画自賛におちいることなく、 抜本的な自己改革によって、 世界にも誇れる大

学に生まれ変われるのかどうか、 まさにここ一、 二年が正念場だといえましょう。 そのためには、 同窓

生をはじめとする社会からの建設的な批判や要望、 大学の情報公開、 第三者による外部評価などが積極

的に交わされねばならないと私は考えております。

すでに御案内のように、 明年四月からは先の国会で改正された大学関連諸法が適用されますとともに、

昨今は国立大学の在り方をめぐる論議が各方面で高まっております。 国立大学としての本学の将来もま

た、 これらの動きに直結せざるを得ず、 本学が社会の期待や要請に的確に応えつつ、 当面する危機を好

機ととらえ、 歴史の蓄積を新しい世紀での淘きにつなげてゆくためには、 深い状況認識と本当の自己点

検をますます迫られることでありましょう。 また同時に、 国立大学としての本学がより一層広く社会に

3 



国

の

れ

方

り

UF

I

 

（ 

雄中嶋

理解守れ、 支持され、 尊敬される存在であり続けなければならないと思います。

ときあたかも本学独立百周年（建学百二十六年）の歴史的画期である本日、 次の百年を展望して

に関し一橋大学、 東京工業大学、 東京外国語大学、 東京医科歯科大学、 東京芸術大

ところ語り合ってきた「五大学ユニオン」の夢が本日の朝刊紙の一つで大きく報じ

のような夢が実現されるためには、 学内外の強い御支持がなければなりません

な意味で、 まさに歴史的な岐路に立っているともいえる本学にたいし、 ご列席の皆

支援、 御協力をお願い致しまして、 私の式辞とさせていただきます。 本日はどラも

た。

東京外国語大学長
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記念事業総合プログラム
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名滋博士号授与式と講演 ドナルド・キーン
12:30～14:00 

l3:00～出：00本学講堂入ロホール
15.:00～18i00本学摘堂

16:30～18:00本学3401教室
18:00～19:00本学講堂

11／う（氏i)
回目i磁シンポ￥空41！冒語jの2_1 t轄を聞うj L朝B新聞社色豊一

分科会1「抗争するこつの力？一地球化と地減化－J

分科会2「境界の言語と表象j

総合討論「文化の翻訳－翻訳の言語j

10:00～17:30本学績堂

1 l/6c叩）
協定枝事長5による国際シγ市グウム「2·1暗記への世界四大学J
シンポジウム「東京外国語大学の過去、現在そじて朱来J
第1部「東京外国語大学の歩みをふりかえる（映像）J

第2部「ポスト2000年の東京外国語大学像を求めて」

圃溢繭座店1悌の世界の中の日本電繍j蚕棚吉弘塑醐持制il ?:30～脚 本料号館6階大会議室
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10/28～12/9 
同連続講演会陪1世紀の国際社会と旦本J

10/28、l l/l l・25·26(13:10～14:40) 12/9 (13:30～） 
呈z

本学131ヅ教書
曲言1

11 /26のみ本学講堂

Others 
困層事倣所主晶、開講座「少数民i働省福と甑重野世界（3トアジアJ太平注の酌－r自動E一三1

10パー8・15·22・29（毎金曜） 18:30～20:30本学3302教室

園給制瞬層強連範醗舎，t舗と表象JJ.相聞社側一一てd_. 二二 本 学�40
.
，. 抱

10／ア·21・28 (16:30～18:00) l 0/ l 3・27 (15:00～16:30) 

同淘外事情問所主催国際シン事ジゥム閣憶と歴長支代国民国語形成における国民的Jlc憧n
2000年3/4 (13:00～16:00) 3/5 (10:00～16:30) 本学4号館6階大会綴室

園開問主齢、関電理！：之汐二ァフり均似事が耐る」一 戸·－··�i;3:()o～117:00.－－平均四室－ : －�］ 
l 0/9· l 6·30、 11/6

園局面持母両融－�i�！·ア7仰の21＿世紀欄み解匂めlこで刈動く、来来を聞くーJ
11/13、12/4· l l・18 13:00～17:00本学2316教室

画面両陛開鼻科耐ウム 階りl両面詰融触1と収勅言整理U
12/6 (12:00～17:00) 12／ア～9(10:00～17:00) 文京区 山上会館

園東毒然宿舎主催函艶酔聞記長ー手ジヨ竺：明彦空の附·�t:舛層大子溝型里φ学生運動時｛売を隼を竺ーJ
14:00～18:00本学鞘堂

本学キャンパス

l lパ9～23
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i国際シンポジウム「『言語』の21世紀を問う」を開催j
11 JJ 5日（金）に独立100周年（建学126年）記念事業間際シンポジウム「r言語』の21世紀を問うJ を

本学講堂において開催しました。
このシンポジウムは、21世紀において3語がどのように変化、 変容、 あるいは特殊性を保ち続け除が

ら、 いかなる役割jを担い、いかなる文化的な可能性を切り拓くべきか討議し、 明らかにすること、 わま
り、人間のあらゆる文化的な営みを包み込んだ「言－訂f」表現の21世紀を展望することを目的としてl 分
科会l 「抗争するこつの力？一地球化と地域化Jと分科会2「境界の言語と表象Jの後、 総合討論1「文
化の翻訳、翻訳の言語」を行い、 活発な意見が交わされました。

i協定校学長らによる国際シンポジウム「21世紀への世界の大学Jを開催i

11 J� 6日（上）に独立100周年（建学126年）記念官業国際シンポジウム 「21世紀への世界の大学」｜を
本学講堂において開催しました。 ｜ 

このシンポジウムは、我が国のなかで留学生比率が最も高い異文化交流の拠点になりつつある本学が、
間際的競争力を持つ大学に飛躍するため21世紀へ向けての大学の在り方について討議することを目的と
し、 当日は国際交流協定締結校の学長7名とともに活発な意見が交わされました。
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